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「うわ〜オッサレ〜」
   熟成肉専門店での昼食を終えて、政近がアリサに連れら
れてやって来たのは、なんだかおとぎ話にでも出て来そう
な白と薄緑を基調にした可愛いらしい一軒家だった。
「いらっしゃいませ〜」
   女性店員の明るい声に迎えられて中に入ると、正面には
テーブル席が並んでおり、左側には色とりどりのケーキを
収めた長いショーケースが鎮座していた。アリサの口ぶり
からすると、持ち帰りではなく店内で食べるつもりなのだ
ろう。そう考え、政近はテーブル席が空いているかザッと
見回し······なんとも言えない気分になる。と、言うのも······
   (うん······やっぱり、女性客ばっかりだな)
   平日昼間のケーキ屋という時点で察しは付いていたが、
テーブル席に座っているのは、ほとんどが女子大生グルー
プかマダムの集団だった。席は空いてはいたが······この中
に突入するのかと思うと、流石に少し気疲れしてしまう。
   しかし、アリサはそんな政近の内心に気付いた様子もな
く、いそいそとショーケースの方に向かってしまった。や]
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   (ちょっと待て······ショーケースも一ピース七百円？   高
くね？)
   そこに表示されている値札に、思わず目を見張る。見れ
ば、ショーケースに並ぶ宝石のようにキラキラとしたケー
キの数々、そのとれもが五百円以上。ポードに書かれてい
るドリンクメニューも、もれなく六百円以上だった。
   (あんまりケーキとか買わないけど······これは高いよな？
   店によってはこの半額くらいで買える気がするんだが
······)
   普段の一食分の食事代を上回る値段のケーキに、政近は
内心尻込みする。
「久世くん？   決まった？」
「え？   あ、ああ······」
   アリサの問い掛けに頷き、とりあえずチョコレートケー
キとアイスコーヒーだけ注文しようと考える政近だったが
······その耳に、アリサの信じがたい声が飛び込んで来た。
「えっと、ショートケーキとチョコレートケーキ、あと季
節のフルーツタルトと、こっちのミルクレープとクリーム
チーズケーキ。あと飲み物はカフェオレで」
   ひとつじゃない、だと······？
   思わず戦慄する政近。いや、ケーキの数に騙されてはい
けない。そっちも十分ヤバいが、飲み物のチョイスもヤバ
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   相っ変わらず飲み物で甘さを中和しようという意思が全
く感じられない。聞いているだけで甘さに震えそうだった。
店員さんもちょっと笑みが引き攣ってる。
「久世くんは？」
「あ、あぁ······じゃあ、このチョコレートケーキとアイス
コーヒーで······」
「？   ひとつでいいの？」
「······いい」
   不思議そうに訊いてくるアリサに、内心一いや、普通ひ
とつ、多くても二つだろ······」とツッコミを入れつつ、政
近は頷いた。
   少し待っていると、店員さんがトレイにケーキと飲み物
を載せて渡してくれる······が、流石に五個にグラス
は載り切らなかったのか、政近政近のトレイにグラスが二個載
せられていた。
   (店卸の想定する積載量超えてんじゃん······)
   しかし、アリサはさほど気にした様子もなく「ドリンク
よろしくね？」とだけ言うとテーブル席の方に向かってし
まう。店内の女性客がその姿を目で追うのは、その美貌ゆ
えかケーキの量ゆえか。恐らく両方だろうと、政近は想っ
た。
「えっと、それじゃあ······かんぱ〜い？」




サに、政近は頬を引き攣らせる。
   周囲の女子大生とマダムの視線が怖いが、ここで拒否っ
たらもっと痛くなるのは目に見えていたので、観念して口
を開ける。
   そして、なるべくフォークに触れないようにケーキを口
に含むと、無言で咀嚼。
「おいしいな」
   いろんな意味で口の中が甘ったるいが、そんなことはお
くびにも出さずにそう伝え、さっさと自分のケーキに戻ろ
うと······したが、甘かった。予測的な意味で。
「じゃあ、こっちもどうぞ？」
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   席に着くと、またしても微妙な感じでグラスを合わせて
から、各々ケーキにフォークを突き刺す。
「うん、おいしい」
   お値段相応と言うのか、政近が注文したチョコレートケ
ーキはスッと舌の上で溶ける飽きが来ない甘さで、次々と
くちに運びたくなるおいしいケーキだった。······だった。目
の前に、実際に次々とケーキを口に運ぶアリサの姿がなけ
れば。
   (見てるだけで胸焼けしそうなんだが······)
   五つのケーキを順に持ち替えては一口ずつ口に運び、嬉
しそうに口元をほころばせるアリサ。その笑顔自体は大変
に可愛らしく心惹かれるものだったが、やってることはな
かなかにエグい。見てるこっちまで口の中が甘くなってき
そうだった。
   しかし、アリサはそんな政近の視線をどう思ったのか。
はぱちぱちと頂きしてから自分のケーキをチラリと見下ろす
と、ニヤリと悪戯っぽい笑みを浮かべた。その笑みに、政
近は非常にいやな予感する。
「一口、食べる？」
   ほ〜ら来た。なんだか知らないが、今日のアーリャさん
は攻めの姿勢らしい。
   一口大に切ったケーキをフォークで差し出してくるアリ




   更に続くアリサの攻撃！   この流れはどう考えても五連
撃だ！
   もはや熟の境地で口を開ける政近の口に、次々と放り込
まれるケーキ。とにかく甘い。甘い。甘い······
「そう言えば······俺、前にアーリャに唐辛子食わせたこと
あったっけ)
   ならば、これはある意味因果応報とも言えるのだろうか。
そんなことを考えながら、黙々とケーキを食す政近。その
前で、アリサは。
「楽しい♥」
   心底楽しそうな表情で、そんなことを呟くのだった。
]
「······かんぱい」
   席に着くと、またしても微妙な感じでグラスを合わせて
から、各々ケーキにフォークを突き刺す。
「うん、おいしい」
   お値段相応と言うのか、政近が注文したチョコレートケ
ーキはスッと舌の上で溶ける飽きが来ない甘さで、次々と
くちに運びたくなるおいしいケーキだった。······だった。目
の前に、実際に次々とケーキを口に運ぶアリサの姿がなけ
れば。
   (見てるだけで胸焼けしそうなんだが······)
   五つのケーキを順に持ち替えては一口ずつ口に運び、嬉
しそうに口元をほころばせるアリサ。その笑顔自体は大変
に可愛らしく心惹かれるものだったが、やってることはな
かなかにエグい。見てるこっちまで口の中が甘くなってき
そうだった。
   しかし、アリサはそんな政近の視線をどう思ったのか。
はぱちぱちと頂きしてから自分のケーキをチラリと見下ろす
と、ニヤリと悪戯っぽい笑みを浮かべた。その笑みに、政
近は非常にいやな予感する。
「一口、食べる？」
   ほ〜ら来た。なんだか知らないが、今日のアーリャさん
は攻めの姿勢らしい。
   一口大に切ったケーキをフォークで差し出してくるアリ
 
 
 
 
   更に続くアリサの攻撃！   この流れはどう考えても五連
撃だ！
   もはや熟の境地で口を開ける政近の口に、次々と放り込
まれるケーキ。とにかく甘い。甘い。甘い······
「そう言えば······俺、前にアーリャに唐辛子食わせたこと
あったっけ)
   ならば、これはある意味因果応報とも言えるのだろうか。
そんなことを考えながら、黙々とケーキを食す政近。その
前で、アリサは。
「楽しい♥」
   心底楽しそうな表情で、そんなことを呟くのだった。



OPS/images/cover-image.png





OPS/images/image-1.png





OPS/images/image-3.png





OPS/images/IMG_8335.jpeg
Sz = —n-xm





OPS/images/image.png





OPS/toc.xhtml
		Page 1



		表紙

		Page 1






OPS/images/image-2.png





OPS/js/book.js
function Body_onLoad() {
}





